
2021 年度入試 社会 第２回 解説 

洗足学園中学校 

 

◎社会科の入試問題について 

１は地理分野、２は歴史分野、３は公民分野を中心に出題しており、各大問 25 点ずつの配点としていま

す。２行程度の文章で答える記述問題では、部分点を設けています。 

 

 

１（地理分野中心） 

 

問１ ⑴ 神奈川県以外で都道府県名に「川」がつくのは、石川県と香川県の２県です。正解は２です。 

 

⑵ 新潟県に広がる越後平野は、信濃川と阿賀野川により運ばれてきた土砂が堆積して形成されまし

た。正解はＸが信濃、Ｙが阿賀野、Ｚが越後です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答

のみ正解とします。 

 

問２ ⑴ 正解はＡです。さいたま市の人口は約 128 万人、静岡市の人口は約 71 万人（いずれも 2019 年）

です。 

 

⑵ 正解はＤです。山梨県はぶどうとももの生産が盛んであることから判断できます。Ａは和歌山県、

Ｂは青森県、Ｃは長野県です。 

 

問３ ⑴ 正解はＡです。日本の自動車メーカーは、1980 年代から北アメリカやヨーロッパへ進出し、2000

年以降は工業化が進んだアジアへの進出が急激に増えています。Ｂはヨーロッパ、Ｃは北アメリカ、

Ｄはアフリカです。 

 

⑵ 正解はＢ・Ｅです。円高が進行することで日本からの輸出には不利になるため、海外に工場を移

転する企業が増えます。また、海外に日本の技術が流出する可能性はありますが、国内の技術水準

が上がることはあまりないと考えられます。 

 

問４ 正解はＢです。ブナの原生林が広がることで世界自然遺産に登録されているのは白神山地です。 

 

問５ ⑴ 正解はＢです。新荒川大橋は、1931年発行の地図にすでに掲載されているため、「1960年代に建

設されたと考えられ」という部分が誤りです。 

 

⑵ ４枚の地図から、荒川の流れが直線状にかわり、浮間地区が切り離されたことがわかります。「こ

の地域を蛇行していた河川の流路が直線にかわり、浮間地区と埼玉県の間を流れるようになったか

ら。」という内容が書けていれば正解です。 

 

 

２（歴史分野中心） 

 

問１ 正解はＣです。「寛政異学の禁」は、寛政の改革をおこなった松平定信が定めました。 

 

問２ 正解は聖武（天皇）です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とします。［史料］



中の「諸国に命じて、国ごとに七重塔をつくり」や「仏の加護」というところから、仏教の力で国を治

めようと考え、国分寺・国分尼寺を建てさせた聖武天皇であると判断できます。 

 

問３ 正解はＤです。①は正文です。②は「源実朝」ではなく北条義時、③は「一向宗」ではなく天台宗で

す。 

 

問４ 正解は太閤検地です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問５ 正解は日清（戦争）です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問６ 正解はＡです。Ｂは「藤原純友の乱を平清盛が鎮圧した」という部分が誤っています。また、Ｃは「犬

上御田鍬」ではなく坂上田村麻呂、Ｄは「保元の乱」ではなく平治の乱です。 

 

問７ ①の「治安維持法」制定は 1920 年代、②の日中戦争開戦は 1930 年代、③の「二十一カ条の要求」は

1910 年代の出来事です。正解はＥです。 

 

問８ 丙午の年に関する迷信により、この年は出生数が前後の年と比べてとても少なくなりました。［資料］

中での丙午の年は、出生数が激減している 1966 年であると判断できます。正解はＣです。 

 

問９ ⑴ 正解はＢです。園子さんは、1868 年が戊辰の年であることを基準とし、その４年後である 1872年

の干支を考えたと読み取れます。４年後には十干・十二支がともに４つずつ進むことから、本文中

の表を参考にすると、1872年の干支が壬申であることがわかります。本文中に、壬申の乱は 672年

に起きたことが記されています。 

 

⑵ ⑴より、花子さんは 672 年が壬申の年であることを基準に考えたことがわかります。1872 年は、

基準となる 672年の 1200年後であり、また本文より、干支は 60 年で１周することが読み取れます。

これらをもとに計算すると 672 年と 1872年は同じ干支になると考えることができます。「1872 年は

672 年の 1200 年後であり、干支は 60 年で１周することから、1200 年後には 20 周して、672 年と同

じ干支になる。」という内容が書けていれば正解です。 

 

 

３（公民分野中心） 

 

問１ それぞれの地位に就いている総数（定数）から、女性の割合を算出します。 

Ａ：衆議院議員 465 名 → 46÷465＝9.89% 

Ｂ：参議院議員 245 名（2022 年から 248名） → 56÷245＝22.86% 

Ｃ：都道府県知事 47 名 → 2÷47＝4.26% 

Ｄ：政令指定都市市長 20 名 → 2÷20＝10.0% 

したがって、正解はＢです。 

 

問２ 正解はジェンダーです。 

 

問３ 内閣がもつ行政権、裁判所がもつ司法権について、それぞれ「法律」という語句を用いて説明するこ

とを求めました。「行政権は法律に基づいて政治をおこなう権限であり、司法権は法律を適用して争い

ごとを解決したり犯罪者を裁いたりする権限である。」という内容が書けていれば正解です。なお、「法



律」という語句を用いていない場合は減点します。 

 

問４ 正解はＨです。「国連人間環境会議」が開催されたのはスウェーデンの首都であるストックホルムで

す。イギリスは国連安全保障理事会の常任理事国です。また、イギリスがＥＵから離脱したのは 2020 年

です。①・②・③のいずれも誤文です。 

 

問５ この記事が掲載された 2020 年７月当時の与党は、現在と同じく自由民主党と公明党です。正解はＡ・

Ｃです。 

 

問６ ①は UNESCO（国連教育科学文化機関）、②は 2020 年にノーベル平和賞を受賞した WFP（世界食糧計画）、

③は新型コロナウイルス感染症の対応にあたっている WHO（世界保健機関）についての説明です。正解

はＡです。 

 

問７ 婚姻年齢、離婚、夫婦の氏など、婚姻に関する規定は、民法で定められています。正解はＣです。 

 

問８ ①は年々増加をしており、2020 年度は歳出の約４分の１を占めていることから「国債費」、③は少子

高齢化の影響で 2000 年度から著しく増加しており、2020 年度は歳出の３分の１以上を占めていること

から「社会保障関係費」、②は近年減少傾向にあることから「公共事業関係費」と判断できます。正解は

Ｃです。 

 

問９ 正解はＤです。Ａの「女性活躍推進法」は 2016年に制定されたと本文の第６段落に記されています。

Ｂは本文の１行目に「達成できなかった」とあります。Ｃは本文の第６段落に「クオータ導入の機運も

低く」とあるので、ふさわしくないと判断できます。 

 

 

以上 


